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流域及び河川の概要
（第1回流域委員会の補足説明）

十勝川流域委員会（第2回 平成20年6月24日）
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流域の概要 山林及び林業の状況について①山林及び林業の状況について①
◆

林業

十勝管内の森林面積は 全道の12 5％を占めている◆ 十勝管内の森林面積は、全道の12.5％を占めている。

十勝管内の森林は、針葉樹が約59％、広葉樹が約41％を占めており注）、経年的に
見てその割合はほぼ一定で推移している。

◆

全道の森林面積（支庁別）

207 831 （3 8%）

169,248 （3.1%）
十勝支庁での針葉樹・広葉樹の割合

287,600 （5.2%）

216,077 （3.9%）

207,831 （3.8%）

252,749 （4.6%）

770,324　(13.9%)

網走

324,756 （5.9%）

313,775 （5.7%）

745,072　(13.4%)

上川

十勝

広葉樹

43,549千m3

41%

針葉樹

63 385千 3

693,169（12.5%）

437,058 （7.9%）
402 509 （7 3%）

387,392 （7.0%）

333,437 （6.0%）

十勝

空知

日高

63,385千m3

59%

402,509 （7.3%）

網走 上川 十勝 空知 日高 釧路 後志

留萌 渡島 宗谷 胆振 檜山 石狩 根室

森林面積（ha）、構成比（%）

※出典：平成17年度 北海道林業統計（北海道水産林務部） ※出典：平成17年度北海道林業統計度 （ ）

注）針葉樹・広葉樹の割合は、森林における立
木の材積を用いて算出。

典 平成 年度北海道林業統計

（北海道水産林務部）
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流域の概要

◆

林業

十勝管内では 森林面積のうち天然林が約68％ 人工林が約26％を占めており 森

山林及び林業の状況について②山林及び林業の状況について②
◆ 十勝管内では、森林面積のうち天然林が約68％、人工林が約26％を占めており、森

林面積、天然林・人工林の比率とも、経年的にほぼ一定で推移している。

十勝川流域内では、主に利別川流域、浦幌十勝川流域、十勝川下流域の市町村で素◆

帯広市

58百万円

1%
広尾町

音更町

107百万円

2%

士幌町

102百万円

2%

鹿追町

65百万円

1%

中札内村

58百万円

1%

材の生産が行われている。

更別村

24百万円

0%

足寄町

1275百万円

広尾町

171百万円

3%
芽室町

199百万円

3%

清水町

250百万円

その他
38,494ha

6%

上士幌町

273百万円

浦幌町

900百万円

13%

1275百万円

19%

本別町

266百万円

4%

250百万円

4%

人工林
182,139ha

26%

4%

新得町

290百万円

4%

豊頃町

448百万円

7%

幕別町

488百万円

大樹町

471百万円

7% 池田町

551百万円

陸別町

715百万円

11%

13%
天然林

472,536ha
68%

7%
551百万円

8%

※出典：2006年版（平成17年度実績）十勝の林産
（十勝支庁産業振興部林務課）

※出典：平成17年度北海道林業統計
（北海道水産林務部）

十勝支庁での天然林・人工林の割合 十勝支庁の市町村別素材生産額

（十勝支庁産業振興部林務課）

※素材生産：立木を購入し、伐採して素材のまま
販売すること

（北海道水産林務部）
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流域の概要

◆ 十勝川流域の山地における森林面積は安定的に推移しており、大きな変化は見られない。

林業山林及び林業の状況について③山林及び林業の状況について③

陸別町陸別町陸別町陸別町

土地利用データ：1997年（H9）時点の土地利用
（国土数値情報：土地利用メッシュ100m）

⑦⑦

◆ 十勝川流域の山地における森林面積は安定的に推移しており、大きな変化は見られない。

⑦
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町
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①
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⑧
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③
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凡例(土地利用)
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 天然林
 人工林
 その他

凡例(森林面積割合)

※出典：昭和60、平成7、平成17年度 北海道林業統計（北海道水産林務部）
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※森林割合：昭和60年度の森林面積を100％とした場合の各年の変化割合
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流域の概要 林業山林及び林業の状況について④山林及び林業の状況について④

十勝管内の林産製品出荷額は約120億円であり、製材が約7割、チップが約2割、合
単板・特殊加工製品が約1割となっている。

全道的に林産製品の生産量が落ち込む中 十勝管内の生産量は安定的に推移してい

◆

◆ 全道的に林産製品の生産量が落ち込む中、十勝管内の生産量は安定的に推移してい
る。また、林産製品の出荷額は、幕別町、帯広市、新得町、足寄町等が多い。

◆

林産製品出荷額（十勝支庁：平成17年度）

製材生産量の推移
4,000

生産量(千m3)

40%

十勝支庁の割合

その他の支庁

2,524
21.3%

1,090
9.2%

十勝出荷額20%

22%

3,000 30%

十勝支庁

十勝支庁の割合

8,233
69.5%

十勝出荷額

11,847百万円

11% 12% 12% 12% 12%
13%

15% 15% 15% 15%
16%

19%
20%

1 000

2,000

10%

20%

製材 チップ 合単板・特殊加工製品

0

1,000

S41 S44 S47 S50 S53 S56 S59 S62 H2 H5 H8 H11 H14 H17

0%

10%

※出典：とかち 2007（北海道十勝支庁）※出典：北海道林業統計（北海道水産林務部）

S41 S44 S47 S50 S53 S56 S59 S62 H2 H5 H8 H11 H14 H17
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治水 主要な洪水の状況①主要な洪水の状況①

茂岩地点 帯広地点

洪水状況

洪水発生年月 気象原因
茂岩地点 帯広地点

被害等流域平均雨量
（mm/3日）

流量
（m3/s）

流域平均雨量
（mm/3日）

流量
（m3/s）

大正11年8月 台風 204.3 9,390 223.9 3,208
被害家屋4,478戸 注1）

氾濫面積5,243ha 注1）

昭和37年8月 台風 135.0 8,839 166.6 4,204
被害家屋3,793戸 注1）

氾濫面積40,768ha 注1）

昭和47年9月 台風 177.1 7,787 193.1 2,880
被害家屋3,013戸 注1）

氾濫面積30,729ha 注1）

被害家屋 注 ）

昭和50年5月 低気圧 106.1 4,167 91.1 986
被害家屋186戸 注1）

氾濫面積2,698ha 注1）

昭和56年8月 低気圧 209.1 7,671 283.8 4,952
被害家屋355戸 注1）

氾濫面積7,017ha 注2）

被害家屋 戸 注 ）

昭和63年11月 低気圧 123.1 3,065 103.3 843
被害家屋384戸 注1）

氾濫面積366ha 注3）

平成元年6月 低気圧 133.7 2,823 111.0 833
被害家屋34戸 注1）

氾濫面積3,940ha 注1）

被害家屋 戸 注 ）

平成10年9月 台風 112.0 4,814 106.0 1,699
被害家屋286戸 注4）

氾濫面積1,907ha 注4）

平成13年9月 台風 163.5 7,227 157.9 2,595
被害家屋11戸 注5）

氾濫面積298ha 注5）

被害家屋 戸 注 ）

平成15年8月 台風 177.8 6,700 171.4 2,189
被害家屋51戸 注1）

氾濫面積369ha 注6）

注1）「水害」（財）北海道開発協会（監修：北海道開発局）：平成17年3月発行

注2） 十勝川洪水報告書（1981年8月洪水） 北海道開発局帯広開発建設部 昭和58年3月

注3） 水害統計 国土交通省河川局

注4） 平成10年9月16日～17日発生 （台風5号） 洪水記録 北海道開発局帯広開発建設部

注5） 平成13年9月11日～13日発生 （台風15号）洪水記録 北海道開発局帯広開発建設部

注6） 平成15年8月9日～10日発生 （前線及び台風10号）洪水記録 北海道開発局帯広開発建設部
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治水 主要な洪水の状況②主要な洪水の状況②--11

昭和37年8月洪水

洪水状況

◆ 昭和37年8月洪水は、台風9号による大雨により大正11年に次ぐ洪水となった。十勝川流域にお
ける降雨分布は、上流域を中心に流域全体に比較的強く降っており、流量は茂岩地点で戦後最大
となった。
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(m3/s) (mm)実績流量ハイドロ（帯広地点）

となった。
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流域平均雨量：135.0mm/3日（茂岩）、166.6mm/3日（帯広）
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洪水状況治水

昭和37年8月洪水

主要な洪水の状況②主要な洪水の状況②--22
昭和37年8月洪水では、音更町での浸水被害、利別川下流域での外水被

茂岩地点
流域平均雨量：135.0mm/3日
ピーク流量 ：8,839m3/s

帯広地点

昭和37年8月洪水では、音更町での浸水被害、利別川下流域での外水被
害（豊頃町）、十勝川下流域（豊頃町）での浸水被害が発生した。

帯広地点
流域平均雨量：166.6mm/3日
ピーク流量 ：4,204m3/s

氾濫面積 ：40,768ha
被害家屋 ：3,793戸

豊頃町育素多中央地区附近の内水排除作業の状況豊頃町育素多中央地区附近の内水排除作業の状況

音音
更
川

十勝川茂岩橋付近十勝川茂岩橋付近のの氾濫状況氾濫状況

濁流の中、高台へ避難する濁流の中、高台へ避難する
千野地区の人々（音更町）千野地区の人々（音更町）

十勝川茂岩橋付近十勝川茂岩橋付近のの氾濫状況氾濫状況

決壊した加賀築堤決壊した加賀築堤

浦幌十勝川

決壊した加賀築堤決壊した加賀築堤
（札内川右岸）（札内川右岸）

※ 出典：十勝川洪水報告書 北海道開発局

十勝川

凡例

浸水したエリア■ 濁流の中、陸地を目指して泳ぐ放牧馬濁流の中、陸地を目指して泳ぐ放牧馬

札内川上札内橋の被災状況札内川上札内橋の被災状況
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治水

昭和56年8月洪水

主要な洪水の状況③主要な洪水の状況③--11 洪水状況

◆ 昭和56年8月洪水は、台風12号と停滞前線の活発化により全道的に豪雨となり洪水が発生した。
十勝川流域における降雨分布は、記録的な降雨量を観測した上流域中心に強く降っており、帯広
地点で戦後最大の流量が観測された。
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流域平均雨量：209.1mm/3日（茂岩）、283.8mm/3日（帯広）
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治水

昭和56年8月洪水

洪水状況主要な洪水の状況③主要な洪水の状況③--２２
昭和56年8月洪水では、然別川（鹿追町、音更町）で河岸決壊、溢水等

茂岩地点
流域平均雨量：209.1mm/3日
ピーク流量 ：7,671m3/s

帯広地点

昭和 年 月洪水では、然別川（鹿追町、音更町）で河岸決壊、溢水等
による外水被害、十勝川上流域（新得町、清水町等）や帯広川・売買川
（帯広市）を中心に浸水被害が発生した。

帯広地点
流域平均雨量：283.8mm/3日
ピーク流量 ：4,952m3/s

氾濫面積 ：7,017ha
被害家屋 ：355戸

新得町の農地被災状況新得町の農地被災状況

然別川然別川
西瓜幕橋付近の被災状況西瓜幕橋付近の被災状況

音
更
川

十勝川十勝ダムの被災状況十勝川十勝ダムの被災状況

十勝川

帯広川

然別川然別川
救出に向かう自衛隊救出に向かう自衛隊

浦幌十勝川

帯広市市街地の浸水状況帯広市市街地の浸水状況

※出典：十勝川洪水報告書 北海道開発局

十勝川

凡例

浸水したエリア■
十勝川千代田堰堤の被災状況十勝川千代田堰堤の被災状況
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治水

昭和63年11月洪水

主要な洪水の状況④主要な洪水の状況④--11 洪水状況

◆ 昭和63年11月洪水は、発達した低気圧により大雨となった。十勝川流域での降雨分布は中下流
域中心に強く降っており、流量は浦幌十勝川で戦後最大となった。
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治水

昭和63年11月洪水

洪水状況主要な洪水の状況④主要な洪水の状況④--22
昭和63年11月洪水では、十勝川下流域（豊頃町等）や浦幌十勝川流域

茂岩地点
流域平均雨量：123.1mm/3日
ピーク流量 ：3,065m3/s

帯広地点

昭和63年11月洪水では、十勝川下流域（豊頃町等）や浦幌十勝川流域
（浦幌町）を中心に内水による冠水で家屋、農業被害が発生した。

浦幌十勝川・浦幌川・十勝静内川合流点付近の出水状況浦幌十勝川・浦幌川・十勝静内川合流点付近の出水状況

帯広地点
流域平均雨量：103.3mm/3日
ピーク流量 ：843m3/s

氾濫面積 ：366ha
被害家屋 ：384戸

浦幌川浦補町常室小学校の浸水被害浦幌川浦補町常室小学校の浸水被害

音
更
川

猿別川幕別町の内水氾濫状況猿別川幕別町の内水氾濫状況

浦幌十勝川朝日地区の浸水状況浦幌十勝川朝日地区の浸水状況

浦幌十勝川

豊頃町市街地の浸水状況豊頃町市街地の浸水状況

十勝川

※ 出典：十勝川洪水報告書 北海道開発局

凡例

浸水したエリア■
浦幌十勝川浦幌町の内水氾濫状況浦幌十勝川浦幌町の内水氾濫状況

十勝川豊頃町の氾濫状況十勝川豊頃町の氾濫状況
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治水

平成10年9月洪水

主要な洪水の状況⑤主要な洪水の状況⑤--11 洪水状況

◆ 平成10年9月洪水は、台風10号の通過により大雨となった。十勝川流域における降雨分布は、中
下流域中心に比較的強い降雨となった。同年8月にも同規模の降雨があり、流域が湿潤状態と
なっていたため、被害は中下流域を中心に平成元年以降で最大となった。
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治水

平成10年9月洪水

洪水状況主要な洪水の状況⑤主要な洪水の状況⑤--22
平成10年9月洪水では、牛首別川を始めとして、十勝川下流域（豊頃

茂岩地点
流域平均雨量：112.0mm/3日
ピーク流量 ：4,814m3/s

帯広地点

平成 年 月洪水では、牛首別川を始めとして、十勝川下流域（豊頃
町）等において内水による冠水で家屋、農業被害が発生した。補助区間
では豊頃町・幕別町・池田町・浦幌町などで家屋・農業・土木被害が発
生した。

帯広地点
流域平均雨量：106.0mm/3日
ピーク流量 ：1,699m3/s

氾濫面積 ：1,907ha
被害家屋 ：286戸 十勝川豊頃町の内水氾濫状況十勝川豊頃町の内水氾濫状況

音
更
川

猿別川の出水状況猿別川の出水状況 利別川池田町の内水氾濫状況利別川池田町の内水氾濫状況

川

下幕別町市街地の浸水状況幕別町市街地の浸水状況

浦幌十勝川

頃
辺
川

幕別町市街地の浸水状況幕別町市街地の浸水状況

下頃辺川浦幌町の内水氾濫状況下頃辺川浦幌町の内水氾濫状況

※出典：十勝川洪水報告書 北海道開発局

十勝川

凡例

浸水したエリア■

牛首別川豊頃町の内水氾濫状況牛首別川豊頃町の内水氾濫状況途別川幕別町の内水氾濫状況途別川幕別町の内水氾濫状況
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◆ 十勝川流域の平均年降水量は900mm程度注1）となっている。

近年の降雨分布の傾向近年の降雨分布の傾向治水

◆ 十勝川流域の平均年降水量は900mm程度 となっている。
平均年降雨量は、特に利別川流域や猿別川流域等を中心として、近年、流域全体で１５％（130ｍ
ｍ）程度注２）増加している。

◆

H1～H17 降雨増加割合S29～H17平均年降水量

注1）昭和29年～平成17年データから算出
注2）昭和29年～昭和63年と平成元年～平成17年の比較により算出



1515 流域全体における近年の水害の傾向流域全体における近年の水害の傾向治水

平成元年以降、次のような洪水被害が発生しており、十勝川下流域及び猿別川流域（幕別町・◆
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豊頃町）、利別川流域（陸別町・足寄町・本別町・士幌町・池田町）等で、一定規模以上の被
害が複数回発生している。
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被害家屋 平成元年以降、浸水面積１０ha以上または、浸水家屋
10戸以上の被害が複数回発生した市町村 を着色

出典：水害統計
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利水 十勝川の利水の現状①十勝川の利水の現状①

◆ 十勝川流域には 発電に利用されているダムが12箇所あり 16箇所の発電所に最大◆ 十勝川流域には、発電に利用されているダムが12箇所あり、16箇所の発電所に最大
約548m3/sの発電用水が導水され、周辺地域への電力供給が行われている。

◆ 十勝川流域にはかんがい施設が72箇所あり、現在実施されている国営土地改良事業
によるかんがい排水地区等に 最大約37m3/sのかんがい用水が導水されている

河川水を利用した水道用水の約8割が、札内川から取水されており、十勝川流域内の
1市4町2村に安定供給されている。

によるかんがい排水地区等に、最大約37m3/sのかんがい用水が導水されている。

富村ダム（富村発電所） 糠平ダム（糠平発電所）

◆

幌加ダム富村ダム

糠南ダム

宇煙ダム
糠平ダム

元小屋ダム

富村ダム（富村発電所） 糠平ダム（糠平発電所）

上岩松取水堰

最大取水量：Q=45.0m3/s
最大出力 ：42,000kW

最大取水量：Q=33.5m3/s
最大出力 ：40,000kW

活込ダム
仙美里ダム

十勝ダム

岩松ダム

屈足ダム
十勝頭首工

鹿追地区
（瓜幕頭首工より取水）

美生ダム（芽室地区） 活込ダム（足寄発電所）
屈足頭首工

瓜幕頭首工

最大取水量：Q=56 0m3/s最大取水量 ：Q=3 939m3/s
円山頭首工

中士幌地区
（十勝頭首工より取水）

幕別地区
（幕別ダムより取水）

高島頭首工

千代田頭首工

万年頭首工

石山頭首工

最大取水量：Q=56.0m /s
最大出力 ：40,000kW

最大取水量 ：Q=3.939m /s
かんがい区域：12,298ha

茂岩

幕別ダム

美生ダム

芽室地区

御影地区
（円山・石山頭首工

より取水）

十勝川左岸地区
（屈足ダムより取水）

札内川ダム（札内川発電所） 幕別ダム（幕別地区）帯広市水道（取水位置）

最大取水量 ：Q=0.346m3/s
かんがい区域：902.2ha

最大取水量：Q=16.0m3/s
最大出力 ：8,000kW

札内川ダム

札内川頭首工

札内川第一・第二地区
（札内川頭首工より取水）

芽
（美生ダムより取水）

十勝中部広域水道（取水位置）



1717 十勝川の利水の現状②十勝川の利水の現状②利水

◆ 十勝川流域全体の発電用水の約97％が、十勝川本川、音更川、利別川の上流域で利用さ◆ 十勝川流域全体の発電用水の約97％が、十勝川本川、音更川、利別川の上流域で利用さ
れている。

◆ 水道用水、工業用水、かんがい用水等は、十勝川本支川の上・中流部で主に利用されて
おり、十勝川流域全体の約6割が音更川、札内川を含む十勝川中流域に集中している。

その他

0.1%

工業用水

0.4%

水道用水

0.3%

かんがい用水

6.2%
利別川で

音更川で
利用される
発電用水

十勝川上流で
利用される
発電用水
258 3 3/

※図中の取水量は、各河川における用途別（発電、発電以外）水利権量の合計値を表す。
※丸記号の数字は、十勝川流域全体の用途別水利権量に占める割合（％）を表す。

おり、十勝川流域 体 約 割 音更川、札内川を含む十勝川中流域 集中し る。

47％

利別川で
利用される
発電用水
179.0m3/s

発電用水
92.2m3/s

258.3m3/s 17％

33％

利別川で
利用される
かんが 水等音更川で

発電用水

93.0%
利別川

9％ かんがい用水等
3.8m3/s

28％

音更川で
利用される
かんがい用水等
11.5m3/s

水利権取水位置（0.1m3/s以上を対象）

3 以上 3 未満
1.0m3/s以上～ 5.0m3/s未満
1.0m3/s未満

種別 件数 取水量（m3/s）

水道用水 15 1.6
十勝川

29％

十勝川上流で
利用される
かんがい用水等
12.0m3/s

十勝川流域全体に占める
割合（％）

※丸記号の色は 黄色は発電用水 青色

0 50

5.0m3/s以上～10.0m3/s未満
10.0m3/s以上

工業用水 11 2.2

かんがい用水 72 37.0

発電用水 16 547.5

その他 21 0.5

茂岩

浦幌十勝川で0％

※丸記号の色は、黄色は発電用水、青色
は発電用水以外（水道用水、工業用水
、かんがい用水、その他）を表す。

札内川で
利用される
かんがい用水等

十勝川の取水量
※数値は水利権の最大取水量による。
※参考文献：一級水系水利権調書（北海道開発局）

計 135 588.8
札内川で
利用される
発電用水
18.0m3/s

3％

1％
利用される
工業用水等
0.3m3/s

十勝川下流で
利用される
かんがい用水等
0.1m3/s17％

16％

十勝川中流で
利用される
かんがい用水等
6.5m3/s

かんがい用水等
7.0m3/s
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利水 十勝川の利水の現状③十勝川の利水の現状③

◆ 過去２０年間の利水状況は、発電用水がほぼ横ばい、かんがい用水が農業ダム等の
整備に伴い増加傾向にあり、水系全体で水利権量が約30m3/s増加している。
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※一級水系水利権調書（北海道開発局）をもとに整理した。

水系全体の経年変化
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利水 十勝川の利水の現状④十勝川の利水の現状④

◆ 茂岩地点の渇水流量は、経年的な変動が少なく安定しており、茂岩地点に
おける流水の正常な機能を維持するための必要流量、概ね70m3/sを満足
しているしている。
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豊水流量 平水流量 低水流量 渇水流量
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流水の正常な機能を維持するための必要流量 概ね70m3/s

茂岩地点における河川流量の経年変化



2020 十勝川の河川空間構成十勝川の河川空間構成
◆

環境

十勝川水系（本川 3大支川）では 河川空間における草本類が約17％ 木本類が約◆ 十勝川水系（本川･3大支川）では、河川空間における草本類が約17％、木本類が約
31％、人工的利用が約29％、自然裸地が約7％、開放水面が約16％となっている。

草本類の割合は、十勝川下流・音更川で高く、木本類の割合は、十勝川上流・音更◆
川・札内川で高い。人工的利用の割合は、十勝川中流・利別川で高いほか、札内川
で自然裸地の割合が高いのが特徴的となっている。

木本類

草本類

木本類

開放水面自然裸地
人工的利用

※出典：平成17年度 河川水辺の国勢調査
（帯広開発建設部）

※十勝川・3大支川を対象

草本類：浮葉植物群落、一年生草本群落、多年生広葉草本群落、単子葉植物群落
木本類：ヤナギ低木林、ヤナギ高木林、その他の低木林、落葉広葉樹林、植林地（その他）
人工的利用：畑、人工草地、公園・グラウンド、ゴルフ場、人工裸地、構造物、コンクリート構造物、道路
自然裸地：自然裸地（流路の変動等で形成された裸地）
開放水面：開放水面（流水面や高水敷の池など）



2121

参 考参 考



2222
流域の概要 近年の林業に関する動向近年の林業に関する動向
◆

林業

十勝の代表的な樹種であるカラマツは その多くが梱包材 パレット材などの輸送用◆十勝の代表的な樹種であるカラマツは、その多くが梱包材・パレット材などの輸送用
資材として本州に出荷されている。近年は、資源の大型化と製材品の乾燥技術の向上
により、建築材として利用されるようになってきた。

足寄町を中心に、間伐材や林地残材などの木質バイオマスを活用したエネルギー活
用が進められている。平成18年に完成した足寄町役場新庁舎では道内で初めて木質
ペレットボイラーを導入し、暖房等に利用しているほか、公共施設や一般家庭への木
質 ト ト ブなど 導入も進ん

◆

質ペレットストーブなどの導入も進んでいる。

地場産カラマツ集成材を使用した役場庁舎 ペレットストーブを導入した保育所

出典：管内概要 とかち2007（北海道十勝支庁）

地場産カラマツ集成材を使用した役場庁舎
（足寄町）

ペレットスト ブを導入した保育所
（帯広市）


